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国内の高層建築物への木材利用（ウッドデザイン賞受賞事例より）

○ ウッドデザイン賞 2022

＜Port Plus 大林組横浜研修所＞ 神奈川県横浜市

➢ R４年３月竣工、木造

➢ 地上11階、地下１階、延べ床面積：約3,503㎡

➢ 木材使用量：約1,990㎥

➢ 柱・梁が一体となった「剛接合仕口ユニット」を開発・
採用する等により、11階建て純木造の耐火建築物
を実現。

＜HULIC ＆New GINZA 8＞ 東京都中央区

➢ R３年10月竣工、木造＋S造

➢ 地上12階、地下１階、延べ面積：約2,460㎡

➢ 木材使用量：約288㎥

➢ 主な構造部材には、福島県白河市産のスギ材を
採用し、東京が拠点の不動産会社と地方の林業
との連携を実現。

林野庁長官賞国土交通大臣賞



なぜ、木材を使うのか。





森林吸収源対策と木材利用

○ 森林を伐採すると森林内での炭素の固定量は減少

○ 木材の中には炭素は引き続き固定

森林から都市へ炭素が移動
都市が第二の森に



2030年度森林吸収量目標

産業部門等による
排出削減対策
▲42.2％

(2013年度比）

14億800万
t-CO2

2030年度目標
（ ）内はH28地球温暖化対策計画の数値

2013年度排出量

吸収源対策

排出削減

7億6,000万
t-co2

2030年度

温室効果ガス削減

目標

▲４６％

３,８００万CO2トン
▲２.７％

農地等の吸収 ▲0.6%（同）

森林（樹木）の
年間の成長量
（吸収量）

3,120万CO2トン

木材製品(HWP)
炭素貯蔵の
年間の増加量

680万CO2トン
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【建築物の床面積当たりCO2排出量の試算】

排出削減効果

木材は省エネ資材



・ 建築材料の再使用（古民家の再生・移転・柱や梁の再使用）

・ 木質ボード等としてリサイクル（小片・繊維化した木材を再構築）

・ 燃料として熱エネルギーを回収（バイオマスエネルギー）

リサイクル

再使用

建築物

解体材

エネルギー（熱）利用

丸太（原木）

木質材料

木質燃料

木材利用は多段階





森林には吸収源以外の役割もある。

土砂災害防止
土壌保全

保健
レクリエーション

快適環境形成

水源涵養

生物多様性保全 文化・景観

役割によって木の使い方が変わる。



伐採してよい木（伐採した方がよい木）

と

伐採してはいけない木がある。

すなわち



中大規模木造公共建築物事例集（林野庁：令和4年10月公表）より、当麻町役場

地方公共団体による木材利用事例

伐採してよい木を使う。

グリーン購入法
と

木材・木材製品の合法性、持続可能性の証明のためのガイドライン



資料・お問い合わせ

＜お問い合わせ＞

木材利用促進本部事務局
「建築物の木造化・木質化支援事業コンシェルジュ」

＜資料＞

・木材・木造建築物関係のハンドブック

・建築物の木造化・木質化事例、参考資料

・建築物の木造化・木質化に活用可能な補助事業・制度等一覧

スクショをどうぞ。

https://www.contactus.maff.go.jp/rinya/form/riyou/mokuzou_concierge.html
木材・木造建築物関係のハンドブック
https://www.rinya.maff.go.jp/j/riyou/kidukai/zirei_sankou/index.html
https://www.rinya.maff.go.jp/j/riyou/kidukai/mokuzozigyou.html


北海道森林管理局

国民の森林・国有林
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